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労
使
間
協
定
を
結
び
、
問
題
解

決
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
る
！

⑦<

仙
台
・
大
橋
委
員>

●
２
０
１
１
年
２
月
飯
山
線
の

踏
切
事
故
が
発
生
。
以
降
、
鳴

動
持
続
と
な
っ
た
場
合
の
取
扱

い
と
し
て
原
則
迂
回
の
ル
ー
ル

を
策
定
し
た
が
、
現
場
で
は
実

情
に
合
わ
な
い
ル
ー
ル
と
現
場

対
応
の
板
挟
み
で
精
神
的
ス
ト

レ
ス
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
昨
年
１
月
に
支

社
と
の
団
交
で
会
社
側
の
譲
歩

を
引
き
出
し
、
ル
ー
ル
を
改
善

④<

秋
田
・
高
橋
委
員>

●
平
成
採
の
若
者
が
昨
年
６
月

に
国
労
加
入
。
話
を
す
る
中
で

国
労
は
真
面
目
で
、
本
来
組
合

が
行
う
べ
き
事
を
や
っ
て
い

る
、
と
い
う
評
価
に
な
り
加
入

し
て
く
れ
た
。

　

職
場
内
の
不
安
や
不
満
を
吸

い
上
げ
、
問
題
解
決
す
る
努
力

で
必
ず
信
頼
関
係
は
築
け
る
。

●
以
前
か
ら
問
題
提
起
し
て
き

た
第
２
雄
勝
川
橋
側
歩
道
が
、

大
雪
で
橋
脚
か
ら
落
ち
る
事
象

が
発
生
。
安
全
の
確
保
は
最
大

の
問
題
。

⑤<

長
野
・
冨
沢
委
員>

●
地
本
で
は
こ
の
半
年
で
旅
客

１
名
、
貨
物
２
名
の
拡
大
が

あ
っ
た
。
職
場
や
分
会
と
同
時

に
地
本
全
体
で
取
り
組
ん
だ
結

果
。
新
採
の
獲
得
に
向
け
て
取

り
組
む
。

②<

新
潟
・
本
多
委
員>

●
新
津
車
両
製
作
所
を
丸
ご
と

Ｊ
‐
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
に
移
管
す
る
の

は
乱
暴
な
や
り
方
。
出
向
者
は

Ｊ
Ｒ
に
戻
る
時
に
同
種
の
職
場

が
な
く
な
り
、
３
年
期
限
の
労

使
協
定
も
な
し
崩
し
に
な
る
。

新
潟
地
本
は
こ
の
施
策
に
つ
い

て
、
２
月
14
日
に
団
体
交
渉
を

行
う
。

●
東
日
本
本
部
に
は
今
ま
で
以

上
に
地
方
の
要
求
を
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
。

③<

上
野
・
岡
部
委
員>

●
エ
ル
ダ
ー
雇
用
後
の
最
初
の

期
末
手
当
で
は
、
出
生
月
に
よ

る
大
き
な
差
が
あ
り
、
早
急
に

是
正
す
る
こ
と
。

●
駅
職
場
で
は
消
費
税
増
税
に

対
す
る
勉
強
が
滞
り
、
増
税
後

混
乱
を
招
く
。
見
切
り
発
車
が

心
配
！

①<

新
橋
・
横
倉
委
員>

●
駅
で
は
委
託
化
が
進
み
ホ
ー

ム
要
員
も
い
な
く
、
年
々
増
え

る
乗
務
キ
ロ
で
車
掌
は
劣
悪
な

労
働
実
態
に
。

●
広
が
り
つ
つ
あ
る
拡
大
運

動
、
引
き
続
き
組
対
費
の
徴
収

を
。

　

安
倍
内
閣
は
戦
争
を
す
る
国
へ
と
急
展
開
で
変
質
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。こ
れ
と
の
闘
い
が
第
一
の
課
題
。

　

誤
っ
た
歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な

い
、
子
々
孫
々
に
恥
じ
ぬ
道
を
選
択
し
、
反
戦
・
平
和

の
取
り
組
み
の
再
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
強
化
と
方
向
性
に
つ

い
て
の
課
題
。

　

私
た
ち
は
ど
う
い
う
組
織
を
目
指
し
、
誰
の
た
め
の

運
動
を
展
開
す
る
の
か
。「
行
先
の
無
い
列
車
も
バ
ス

も
無
い
」、
発
足
時
社
員
数
は
８
２
，
５
０
０
人
、
27

年
経
過
し
５
６
，
０
０
０
人
の
現
状
。
一
方
で
グ
ル
ー

プ
会
社
全
体
で
は
、
10
万
人
を
超
え
る
と
も
い
わ
れ
、

大
多
数
は
「
非
正
規
」
雇
用
の
労
働
者
で
あ
る
。

　

根
幹
を
な
す
「
安
全
・
安
定
輸
送
」
は
、
正
規
社
員

の
み
な
ら
ず
数
多
く
の
非
正
規
雇
用
の
仲
間
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
現
実
を
労
働
組
合
と
し
て
見
据
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

グ
ル
ー
プ
会
社
で
働
く
全
て
の
仲
間
の
視
点
に

沿
っ
た
組
織
の
確
立
と
運
動
の
展
開
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
為
の
議
論
を
深
度
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
は
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
に
関
わ
る
課
題
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
問
題
を
、「
対
岸
の
火
事
」
で
済
ま

せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

こ
の
間
、「
仕
事
・
職
場
安
全
総
点
検
」
を
提
起

し
て
き
た
が
、
改
め
て
総
括
が
必
要
で
あ
り
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
決
意
。

　

第
四
は
、
春
闘
に
つ
い
て
の
課
題
。

　

中
央
委
員
会
に
て
ベ
ア
１
万
円
を
決
定
。
東
日
本

本
部
は
、「
所
定
昇
給
額
」
に
消
費
税
率
ア
ッ
プ
の

３
％
を
乗
じ
た
額
を
加
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今

後
は
全
組
合
員
が
共
有
出
来
る
取
り
組
み
の
展
開
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

賃
金
は
労
働
条
件
の
最
た
る
も
の
、
９
地
本
の
総

団
結
が
図
れ
る
た
め
の
委
員
会
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
、
東
日
本
本
部
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶

と
す
る
。

●
グ
ル
ー
プ
会
社
で
働
く
エ
ル

ダ
ー
社
員
で
国
労
連
絡
会
を
作

り
、
支
社
を
通
じ
て
交
渉
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
関

連
会
社
の
労
働
条
件
改
善
・
組

織
化
に
取
り
組
む
。

⑥<

千
葉
・
樫
尾
委
員> 

●
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
全
て
の
職
場

に
合
理
化
を
推
し
進
め
て
い

る
。
若
手
へ
の
技
術
継
承
が
さ

れ
ず
、
人
が
足
り
ず
に
業
務
が

繁
忙
。
安
全
・
安
定
輸
送
の
構

築
と
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
許
さ
な

い
闘
い
が
重
要
。

●
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
会
社
と

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
２
月
11
日
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
第
31
回
拡
大
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
貨
物
協
議
会
か
ら
の
特
別
発
言
を
含
め
15
名
が
発
言
し
、
14
春
闘
、
組
織

強
化
・
拡
大
を
は
じ
め
と
す
る
当
面
す
る
闘
争
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
委
員
会
特
集
号
と
し
て
委
員
長
挨
拶
、
委
員
か
ら
の
発
言
要
旨
と
書
記
長
集
約

を
掲
載
し
、
報
告
と
し
ま
す
。

佐々木委員
盛岡地本

議長

水越委員
東京地本
副議長

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
不
十
分

な
部
分
は
あ
る
が
団
交
で
改
善

で
き
た
の
は
大
き
い
。

●
今
年
も
反
原
発
の
県
民
大
集

会
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

今
後
の
活
動
に
繋
げ
た
い
。

⑧<

特
別
発
言
・
貨
物
・
榎
戸>

●
14
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
の
中
、

社
長
は
「
賃
金
抑
制
に
踏
み
切

る
」と
発
言
。そ
れ
に
対
し
、「
賃

金
抑
制
」
計
画
中
止
の
署
名
運

動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
し
「
構
造
矛

盾
の
解
決
無
く
し
て
鉄
道
貨
物

輸
送
の
発
展
は
な
い
」
と
国
労
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は
繰
り
返
し
主
張
。
客
貨
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
と
他
労
組

を
巻
き
込
ん
だ
運
動
が
必
要
。

●
関
東
貨
物
協
で
拡
大
が
３
名

あ
り
、
勢
い
づ
い
て
い
る
。
嘱

託
社
員
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

組
織
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
。「
退

職
ま
で
国
労
で
」
を
合
い
言
葉

に
、
社
員
・
プ
ロ
パ
ー
社
員
と

一
体
に
な
っ
た
労
働
条
件
改
善

と
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
。

⑨<

大
宮
・
小
森
委
員>

●
地
区
本
部
で
は
大
会
以
降
２

名
の
拡
大
。
契
約
社
員
の
正
社

員
化
を
勝
ち
取
る
闘
い
と
、
委

託
駅
が
増
加
す
る
中
で
プ
ロ

パ
ー
社
員
へ
の
組
織
化
も
重

要
。

　

加
入
し
た
２
人
に
共
通
す

る
の
は
、
職
場
で
の
国
労
の

先
輩
達
の
日
常
的
な
世
話
役
活

動
と
、
職
場
の
中
心
軸
と
し
て

活
動
す
る
姿
を
示
し
て
粘
り
強

く
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
こ

と
。

⑩<

高
崎
・
井
野
委
員>

●
地
域
の
活
動
を
含
め
て
地
本

に
は
書
記
が
必
要
。
地
方
は
自

力
で
書
記
雇
用
を
継
続
。
地
方

の
努
力
に
対
し
て
具
体
的
な
対

策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

●
昨
年
、
支
社
管
内
で
は
８
駅

が
業
務
委
託
さ
れ
、
１
人
勤
務

の
駅
職
場
が
増
大
。「
駅
遠
隔

操
作
シ
ス
テ
ム
」
の
地
方
へ
の

波
及
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
合

ち
取
っ
た
。
当
該
分
会
は
「
ス

ピ
ー
ド
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重

要
。
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
図
る
」

と
自
信
を
深
め
て
い
る
。

●
被
災
線
区
の
山
田
線
・
宮
古

～
釜
石
間
の
復
旧
問
題
。
Ｊ
Ｒ

東
日
本
会
社
は
復
興
調
整
会
議

の
中
で
復
旧
さ
せ
た
沿
線
４
市

町
へ
無
償
譲
渡
、
後
に
運
行
を

第
三
セ
ク
タ
ー
の
三
陸
鉄
道
へ

移
管
す
る
案
を
提
示
し
た
。
震

災
直
後
に
「
責
任
を
持
っ
て
復

旧
を
行
う
」と
し
な
が
ら
の「
丸

投
げ
」
は
疑
問
。
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
担
う
企
業
と
し
て
の
社
会

的
責
任
を
労
働
組
合
の
立
場
か

ら
求
め
た
い
。

⑮<
水
戸
・
赤
沼
委
員>

●
常
磐
線
の
現
状
に
つ
い
て
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
各
自
治
体
か
ら

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
運
転

再
開
を
要
請
さ
れ
、
広
野
駅
～

竜
田
駅
ま
で
の
２
駅
間
の
運
転

再
開
を
目
指
し
て
８
月
か
ら
復

旧
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
復
旧

作
業
に
あ
た
っ
て
の
除
染
を
伴

う
作
業
に
、
他
会
社
と
違
っ
て

手
当
が
つ
い
て
い
な
い
！
こ
の

問
題
を
、東
日
本
本
部
と
し
て
、

早
急
に
作
業
に
対
す
る
手
当
の

要
求
を
。

　

ま
た
仮
に
、
運
転
再
開
に

な
っ
た
際
の
対
策
と
し
て
「
若

い
社
員
や
女
性
は
乗
務
行
路
か

ら
外
す
こ
と
」
を
労
使
間
ル
ー

ル
と
し
て
支
社
に
求
め
る
。

理
化
で
労
働
条
件
低
下
や
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
繋
が

る
。
東
日
本
本
部
と
し
て
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
、
地
方
と

ど
の
様
に
連
携
す
る
の
か
？

⑪<

神
奈
川
・
鈴
木
委
員>

●
地
区
本
部
で
は
３
年
連
続
で

新
採
を
獲
得
。
そ
の
仲
間
か
ら

は
「
国
労
に
入
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
業
務
に
支
障
は
な
く
、

差
別
も
な
い
。
同
じ
よ
う
な

若
い
仲
間
を
増
や
す
為
に
頑
張

る
」
と
話
が
あ
っ
た
。

●
こ
こ
５
年
間
を
重
要
期
間
と

し
て
組
織
対
策
費
や
専
従
体
制

の
活
用
・
充
実
を
含
め
た
意
見

を
本
部
に
あ
げ
る
こ
と
を
強
く

要
請
す
る
。

⑫<

仙
台
・
秋
山
委
員>

●
Ｊ
Ｒ
本
体
も
出
向
先
も
労
働

条
件
は
き
つ
く
、
社
員
の
健
康

も
安
全
・
安
定
輸
送
も
確
保
で

き
な
い
。
東
日
本
本
部
に
改
善

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

を
求
め
る
。

⑬<

神
奈
川
・
西
尾
委
員>

●
駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
は
労

働
強
化
、
利
用
者
無
視
の
施
策

で
あ
り
、
提
案
の
仕
方
も
組
合

無
視
で
あ
る
。
支
社
は
委
託
駅

の
労
働
条
件
変
更
に
つ
い
て
責

任
を
持
た
な
い
姿
勢
。
東
日
本

本
部
と
し
て
本
社
へ
の
意
見
を

要
請
す
る
。

⑭<

盛
岡
・
菊
池
委
員>

●
大
会
以
降
２
名
の
拡
大
を
勝

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
事
象
含

め
て
今
年
は
再
発
防
止
を
強
く

申
し
入
れ
る
。

●
政
治
闘
争
の
強
化
に
つ
い

て
。

　

都
知
事
選
の
結
果
を
受
け
、

原
発
推
進
の
声
が
強
ま
る
事
が

懸
念
さ
れ
る
。
今
の
、
戦
争
の

で
き
る
国
づ
く
り
に
向
け
た
政

局
や
、
新
潟
・
群
馬
県
で
の
オ

ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
問
題
な

ど
、
国
労
と
し
て
も
春
闘
行
動

な
ど
と
併
せ
て
労
働
運
動
の
強

化
に
全
力
を
挙
げ
る
。

●
９
地
方
本
部
が
心
を
ひ
と
つ

と
し
て
、
職
場
と
地
域
か
ら
全

力
を
あ
げ
闘
い
抜
く
た
め
、
東

日
本
本
部
が
そ
の
先
頭
に
立
ち

奮
闘
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
集

約
と
す
る
。

大
運
動
を
取
り
組
ん
で
き
た
。

東
日
本
と
し
て
は
、
組
織
拡
大

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
組
織
部
報
や
Ｈ
Ｐ
の

活
用
を
し
て
い
く
。

　

他
労
組
、
会
社
の
状
況
な
ど

様
々
あ
る
中
で
、
情
勢
を
し
っ

か
り
と
と
ら
え
る
事
が
大
切
。

情
報
な
ど
に
つ
い
て
は
共
有
化

を
図
る
た
め
に
も
適
切
に
お
知

ら
せ
を
す
る
。

　

グ
ル
ー
プ
会
社
に
働
く
仲
間

の
組
織
化
。
と
り
わ
け
、
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
に
対
し
て
は
２
月
６
日
に

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
引
き
続

き
、
東
京
地
方
本
部
と
連
携
を

と
り
つ
つ
労
働
条
件
改
善
に
向

け
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
対
応
を

図
る
。

●
安
定
安
全
輸
送
の
確
立
、
労

働
条
件
改
善
の
闘
い
に
つ
い

て
。

　

東
日
本
の
施
策
の
進
捗
度
合

い
は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
貨
物
に
於
い
て

も
鉄
道
事
業
の
収
支
改
善
を
前

面
に
打
ち
出
し
、
さ
ら
な
る
合

理
化
・
効
率
化
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。北
海
道
問
題
、

デ
ー
タ
改
ざ
ん
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。「
安
全
・
安
定
」
輸

送
を
下
か
ら
支
え
る
中
で
は
、

今
回
の
問
題
は
北
海
道
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。

　

触
車
や
車
両
脱
線
・
発
煙
、

三
大
労
災
な
ど
グ
ル
ー
プ
会
社

も
含
め
発
生
し
て
い
る
。
安
全

問
題
や
技
術
継
承
を
し
っ
か
り

と
会
社
と
議
論
し
、
改
善
を

求
め
て
い
く
。
２
月
12
日
に
は

「
申
」
を
提
出
す
る
。

　

山
田
線
・
大
船
渡
線
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
本
部
と
も
相

談
し
た
い
。
常
磐

線
の
復
旧
工
事
に

あ
た
る
作
業
者
の

除
染
な
ど
の
関
係

は
、
当
該
の
地
方

本
部
と
連
携
し
取

り
組
み
た
い
。

●
和
解
の
主
旨
に

沿
っ
た
公
正
・
公

平
な
制
度
運
用
の

確
立
を
求
め
る

取
り
組
み
に
つ
い

て
。

　

交
渉
の
中
で
も

事
象
に
対
し
て
は

議
論
し
て
き
た
。

新
採
配
属
の
扱
い

●
効
率
化
施
策
に
対
す
る
交
渉

を
含
め
た
あ
り
方
に
つ
い
て
。

　

今
の
施
策
は
グ
ル
ー
プ
経
営

構
想
に
基
づ
き
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
化
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
な

ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
し
、
ま
た

施
策
が
実
施
さ
れ
た
以
降
は
見

直
し
の
検
証
を
行
い
現
場
の
声

を
反
映
し
た
い
。

●
書
記
、
専
従
者
問
題
に
つ
い

て
は
、
書
記
長
会
議
で
地
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
相
談
し
た

い
。

●
２
０
１
４
春
闘
に
つ
い
て
。

　

国
労
統
一
要
求
額
１
０
，

０
０
０
円
に
加
え
、
東
日
本
と

し
て
は
所
定
昇
給
額
に
一
律
増

税
分
３
％
を
求
め
て
い
く
事
と

し
、
12
日
に
東
日
本
会
社
に
申

し
入
れ
る
。
国
労
本
部
は
、
３

月
７
日
に
中
央
行
動
を
設
定
し

て
い
る
。
東
日
本
本
部
は
、
交

渉
に
全
力
を
挙
げ
る
と
共
に
、

回
答
指
定
日
を
14
日
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
ま
で
の

ゾ
ー
ン
を
東
日
本
の
各
地
方
の

集
中
行
動
日
と
し
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

●
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
。

　

本
部
指
令
を
受
け
て
組
織
拡


